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① 商品、限月、売買、枚数、指定値段を入れたら 「実行」。ボタン押下すると、入力内容が正常であれば確認画面へ

② 確認画面になりますので 確定ボタンで発注されます。

③ 受付画面 です。

④ 注文結果画面で確認してください

④

③
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異なる商品の価格差（スプレッド）を指定して発注します。

■ 商品間SCOの考え方
（1）組み合わせ

（A）ガソリン−（B）灯油、（A）ガソリン−（B）原油、（A）灯油−（B）原油
（A）金ミニ−（B）白金ミニ、（A）金限日−（B）白金限日、（A）ゴムTSR−（B）ゴムRSS
限月
同一限月制商品の場合は同一限月、同一限月制商品でない場合は（A）商品（上段）の限月に対応した（B）商品（下段）の限
月となります。
従って原油を含む注文は同一限月制商品でない場合となります。確認画面で指定注意して下さい。

（2）価格
先に入力した商品（A）と後に入力した商品（B）を引き算しそのスプレッドを算出します。
例えば、商品（A）ガソリンが60,000円、商品（B）原油が50,000円の場合、その差額（A−B）は10,000円となります。
逆に商品（A）ガソリンが60,000円、商品（B）灯油が65,000円の場合、その差額（A−B）は「▼5,000円」となります。

（3）指値の考え方
商品間SCOにおける売り注文は「商品（A）の売りと商品（B）の買い」の組み合わせなので成立するのは指定値段以上の時です。
商品間SCOにおける買い注文は「商品（A）の買いと商品（B）の売り」の組み合わせなので成立するのは指定値段以下の時です。
商品間SCO注文は商品（A）の売り買いを基準としています。

■ 計算例
（スプレット縮小）
ガソリン売り 60,000円 ⇒ 70,000円 ＝ ▼10,000円 × 50倍 ＝▼500,000円
原油 買い 50,000円 ⇒ 62,000円 ＝ +12,000円 × 50倍 ＝+600,000円

+100,000円
（スプレット拡大）
ガソリン売り 60,000円 ⇒ 70,000円 ＝ ▼10,000円 × 50倍 ＝▼500,000円
原油 買い 50,000円 ⇒ 58,000円 ＝ +8,000円 × 50倍 ＝+400,000円

▼100,000円

■ 証拠金
売り・買い それぞれの枚数合計した取引証拠金が必要となります。

ガソリン売り 244,500円 原油買い 313,500円 合計 558,000円が取引証拠金として必要になります。※2024年5月10日現在


